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平 成 ２１ 年 度 学 校 評 価 実 施 報 告 書 
 

取組の内容 校内評価 
学校目標 

具体的な手立て 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 
学校関係者評価 学校評価 

授 業 研

究 を 通

し て 授

業 改 善

を行う。 

・「県立学校における授業

研究推進のための校内

研修体制整備に係る試

行校」２年目の取組み

として、公開授業、研

究授業、研修の実施方

法を検討し、改善する。 

 

・生徒が、主体的に授業

に取り組むことができ

るよう、実験・実習や

演習を授業に積極的に

取り入れる。 

 

 

 

 

 

 

・授業（指導）方法など

について情報交換を密

に行い、よりよい授業

を実践できるように努

める。 

・公開授業、研究授

業、研修の実施方

法を検討して改善

を図ることができ

たか。 

 

 

 

・実験・実習や演習

を授業に積極的に

取り入れることが

できたか。 

 

 

 

 

 

 

 

・授業（指導）方法

の情報交換によっ

てよりよい授業を

実践できるように

勤めたか。 

・公開授業期間を設定

し、教員の７割が参

加した。また、来年

度の校内研修整備体

制の大枠を決定し

た。 

 

 

・実験・実習を積極的

に取り入れること

で、積極的に授業に

参加する生徒が増え

た。また、演習時間

を確保して机間指導

を行うことで、一斉

指導と個別指導との

両立を図ることがで

きた。 

 

・「授業実践シート」の

回覧により情報交換

を行い、よりよい授

業について情報交換

を行うことができ

た。 

・公開授業を年間行事

として定着させる

とともに、授業改善

のための教科会を

設定して、課題の共

有化を図り、さらな

る授業改善を図る。 
 
・主体的な取組や基礎

学力の充実を図るた

めに１年生を中心に

実施している少人数

指導の効果について

検証を行い、新学習

指導要領の実施に向

けて、より効果的な

少人数指導の設定科

目について検討す

る。 
 
・同一教科にとどまら

ない授業改善のため

の情報交換の場とし

て校内研修会を実施

して、学校全体で授

業改善に取り組む意

識を高める。 

(保護者) 
・補習や講習などを通して、生徒

一人ひとりを大切にした指導が

実施されていることを評価す

る。 
 
(学校評議員) 
・授業改善への積極的な取組が行

われている。また、個人を大切

にした指導を実践していること

を評価する。 
 
・家庭学習の習慣化のため指導を

研究、実践する必要がある。 
 

（学校評価） 
・研究授業や「授業実践シート」

の回覧、「生徒による授業評

価」の結果を活用した教科会

による授業改善方法の検討な

ど、授業改善のための体制を

確立させることができた。 
・新学習指導要領を理解し、新

しい教育課程を編成するため

に、ワーキンググループを発

足させた。また、各教科の指

導内容が新学習指導要領にお

いてどのように変更されるか

を各教科の代表者が報告する

研修の機会を設け、新学習指

導要領に対する関心を高め

た。 
（改善方策等） 
 ・授業改善を効果的に進めるた

めには、教員の意識を高めな

ければならない。そのために

は、日常的に授業改善に取り

組む組織的な体制を作る。 



キ ャ リ

ア 教 育

の 推 進

に よ っ

て 主 体

性・社会

性 の 育

成 を 図

る。 

・インターンシップやボ
ランティア活動、地域

貢献活動など、校外活

動を推進する。 
 
・教科指導におけるキャ

リア教育の促進を図

る。 
 
・部活動や学校行事のさ

らなる活性化を図り、

生徒の積極的な参加を

促す。 

・校外活動を推進す

ることができた

か。 
 
・教科指導における

キャリア教育を促

進することができ

たか。 
 
・部活動や学校行事

の活性化を図り、

生徒の主体的な参

加を促すことがで

きたか。 

・職場見学やインター

ンシップ、仕事のま

なび場への積極的な

参加を呼びかけるこ

とで、多くの参加者

があった。参加者は、

自分の進路について

考える機会とするこ

とができた。 
・総合学習の時間を利

用して、学校見学や

新日石などの地域の

施設を見学する機会

を設けた。 
・全学年で地域貢献活

動を実施して、地域

社会の中で学校が果

たすべき役割を考え

る機会を設けた。 
・各教科で、校外施設

での実習やプレゼン

テーションを取り入

れた授業などを実践

するなど、キャリア

教育を意識した教育

活動が行われた。 
・部活動への参加率の

高さは維持されてい

る。 
・クラスの日、球技大

会、文化祭、合唱コ

ンクールなどの行事

に生徒が積極的に参

加する姿勢が見られ

た。また、企画段階

から自分たちの考え

を反映させようとす

る生徒会役員、各種

委員なども見られ、

自主的な行事運営が

できた。 
 

・年度始めに「キャリ

ア教育実践プログ

ラム」を検証する機

会を設けるなど、職

員全体でキャリア

教育を推進する意

識を高めることが

必要である。 
・生徒が興味を持って

参加し、多くのこと

を学べる校外学習

の機会をもっと増

やす必要がある。そ

のためには、参加者

の感想などを生徒

に紹介して、生徒全

体の参加意識を高

めてゆく方法など

が必要である。 
・地域貢献活動は、地

域自治会との連携を

図ることができた。

地域との連携をさら

に充実させる必要が

ある。 
・教科指導におけるキ

ャリア教育の実践例

を職員に示して、さ

らなる活性化を図

る。このことは授業

改善と連携した課題

である。 
・学校行事を通じて生

徒が学ぶ意義は大き

い。各行事の目的、

目標を意識した運営

を目指すことで、さ

らなる活性化を図

る。 
・部活動が安心して行

えるような環境の

整備に努める。 

(保護者) 
・生徒は、クラスでの人間関係に

限らず、多くの生徒が所属する

部活動や活発な委員会活動によ

って様ざまな場で人間関係を築

くことができた。 
・各行事でそれぞれの生徒の活躍

できる機会が増え、お互いに発

見や理解を深めることができ

た。 
・進路指導に熱心に取り組んでい

る。 
・教員によって生徒が参加する学

校行事への関わり方に差が見ら

れる。生徒の活動が円滑におこ

なわれるように、多くの先生に

生徒の活動を見守ってもらいた

い。 
 
(学校評議員) 
・卒業式の生徒の態度、頭髪を含

めた服装など、非常に落ち着い

たものが感じられる。日常的な

指導の成果だと、評価したい。 
・対話を基調にして築かれる人間

関係が横浜立野高校の特徴だと

思われる。今後もそうした面を

大切に育てて欲しい。 
 

（学校評価） 
・本校のキャリア教育は総合的な

学習の時間を中心にして積極的

に行われた。しかし、キャリア

教育は学校教育全体で取り組む

べきものであり、教科指導、特

別活動といった領域で、キャリ

ア教育を意識することで、より

一層の教育効果をあげることが

できる。教職員のキャリア教育

に対する理解を深めることで、

日常的にキャリア教育が行われ

るような体制を築くことが求め

られる。 
・・インターンシップを始めとした 
・ 校外学習への参加者には、十分

な事前指導、事後指導を行った

ため、その後の進路活動に積極

的に取り組む姿勢が見られるな

ど大きな成果をあげた。 
・キャリア教育の観点を取り入れ

た授業実践は、生徒の主体的な

授業参加など確実な成果をあげ

た。 
 
（改善方策等） 
・新学習指導要領の道徳教育の実

施と連携させながら、生徒の社

会性（シチズンシップ）を育て

ることに重点を置いたキャリア

教育を実施するために、教科指

導、特別活動の領域でのキャリ

ア教育の充実を図る。 
・教員全体が学校行事の目的、目

標を理解して、丁寧な指導を行

う。 



事 故 ゼ

ロ 達 成

を 目 指

して ,校
内 体 制

を 整 備

する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・成績証明書や調査書、

通知表などの作成・確

認の手順を全職員に提

示して周知するとも

に、確認体制を充分に

機能させる。 
・生徒が安心して学校生

活を送ることができる

ように、通学路を含め

て学習環境の整備に努

める。 
・文書（予算を含む）の

起案・決裁等の手続き

や保管方法についての

規則を整理して全職員

に提示する。また、そ

のことによって仕事の

引き継ぎの円滑化を図

る。 

・成績証明書や調査

書、通知表などの

作成・確認の手続

きを全職員に提示

して周知するとと

もに、確認体制を

充分に機能させる

ことができたか。 
・学習環境の整備に

努めることができ

たか。 
・文書（予算を含む）

の起案・決裁等の

手続きや保管方法

についての規則を

整理して全職員に

提示したか。また、

そのことによって

仕事の引き継ぎの

円滑化を図ること

ができたか。 

・成績証明書、生徒指

導要録、調査書、通

知表の作成・確認の

手続きについて、職

員会議や学年会を通

じて周知した。また、

確認体制を機能させ

るために、それぞれ

の作業時に、打ち合

わせなどで確認体制

を全職員に連絡する

など、細心の注意を

払って作業に当たる

ように配慮した。 
・交通安全指導を実施

して登下校の安全を

図るとともに、校内

巡回指導を実施して

安心して学校生活を

送れるように配慮し

た。 
・文書起案・決裁文書

の保管方法について

マニュアルを作成し

て全職員に示した。

仕事の引き継ぎを円

滑に行うための引継

ぎ書類の作成などを

推進した。 

・担当グループがその

時々に職員に注意

を呼びかけるなど、

事故を発生させな

いための努力が見

られた。一方で、成

績処理、定期テスト

実施時などに、他の

業務や会議と仕事

が重なって十分な

確認作業が行えな

い、といった問題も

見られる。気持ちが

あっても確認作業

が行えないといっ

た状況をなくすた

めに、業務時間・会

議時間の整理が必

要である。 
・破損箇所の修理や机 
・ や椅子の交換など

に努めたが、老朽化

の上に耐震のため

に使えない部分を

持つ校舎は、職員の

努力では解決でき

ない問題点も多い。 
・交通事故によって死

亡した生徒がいたこ

とをふまえ、交通安

全教育の方法を検証

し、充実を図らなけ

ればならない。 
・ 文書起案について 
マニュアルを示すこ

とはできたが、その

有効な活用は今後の

課題である。また、

新しい体制に応じた

業務の引き継ぎ方法

を検討する必要があ

る。 

(保護者) 
・先生、生徒、保護者のつながり

が深く、安心して学校生活を送

ることができた。 
・自転車通学（駐輪）指導をしっ

かりして欲しい。 
・校舎の清掃は行き届いている。 
・ 移転までの期間の耐震対策、移

転後の学校の保健衛生面につい

て不安がある。 
・移転までの期間の校舎点検、移

転先の受け入れ準備（清掃など）

に配慮して欲しい。 
・校舎内の通路が制限されている

ために、上履き、下履きの両方

で通らなければならない部分が

あるのが気になる。また、通用

門前の階段の補修を行ってほし

い。 
(学校評議員) 
・通学マナーについては、以前に

比べて良好な状態だと思われ

る。 
 
(その他) 

（学校評価） 
・ 定期テストの作成や成績処理 
に関する事故を防ぐために細心

の注意を払った。確認・点検作

業の整備に加え、業務の整理を

行うことで、仕事に集中できる

環境を整え、事故の発生を防ぐ

ように努めなければならない。 
・ 入学者選抜、定期テスト、成績 
処理などの期間に他の業務や会

議が重なることがあった。こう

した状況を改善する必要があ

る。 
・耐震工事、校舎移転に関わる問

題は、校内の努力だけでは解決

できない部分もあるが、通学す

る生徒が安心して学校生活を送

れるように、破損箇所への迅速

な対応、清掃活動の徹底など、

できる限りの努力を行った。 
・事故防止については「ヒヤリハ

ット」のケースがあったが、概

ね目標を達成できた。 
 
（改善方策等） 
・月間行事予定などを検討する際

に、業務が重ならない時間設定

を検討する必要がある。 
・ 通学する生徒、保護者に不安 
を抱かせないために、校舎移転

について積極的な情報公開を行

う必要がある。 
・校舎の安全点検を実施し、移転

までの学校生活を安心して送れ

るようにする。 
・交通安全教育の充実を図る。 
・文書起案については、次年度の 
基礎資料となることを踏まえた 
文書作成を行う。また、業務の

引き継ぎについては、組織改編

に応じて、新しい体制作りが急

務である。 
・事故ゼロ達成に向けて校内の体

制作りを徹底する。 
 



 


